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地域に寄り添う保育のあり方
-旧久々田村で考える、地域問題の解決法 -
THE WAY OF REGION-INCORPORATED NURSING
A SOLUTION TO REGIONAL ISSUES AT FORMER KUGUTA VILLAGE
村田萌香
Moeka MURATA
主査　赤松佳珠子　　　副査　岩佐明彦・高村雅彦　
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程
　There are various social problems in Japan.Many children on nursery school waiting lists,due to nuclear 
families moving into urban areas and bearing many offspring is one of them.Policies considered by administration 
and city are closed for children who grows up in the area hence not a good environment.I propose the way of 
architecture which watches over those children,raises them,and incorporates to changes of reginal environment.
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　異年齢との交流・外に出て遊ぶことは、地域に飛び出す
ことになり、住民を巻き込む提案にする必要がある。
また住民のコミュニティは、街にある公園や商店街に多い
が高齢化が進行し次第に薄れている。
地域と複合することで、住民との距離が近づき、地域に根
付くコミュニティによって子供の成長が見守られる。これ
らを踏まえ、地縁コミュニティを取り込んだ解決法を提案
し、子供が豊かな環境で育ち、同時に地域の高齢化のため
に豊かな生活の風景をつくる。
　日本には様々な社会問題が存在している。「少子高齢化」
「待機児童」「地域コミュニティの希薄化」など多く存在し
ている。今回、これらの問題に立ち向かえる受け皿をつく
り、その地域ならではの解決法を提案する。
(1) 敷地：千葉県習志野市津田沼
　敷地は、駅前開発により若い世代の人口が急激に増加し
ている習志野市の中心地、津田沼。かつて農業や漁業によっ
て人々はつながっており、それらは大正時代に作られた駅
前商店街に見られるようになり、津田沼は商業によって支
えれていた。戦後、急激な住宅の増加・埋め立て開発によっ
て漁業は衰退したが、病院や薬屋・布団屋に形を変え、そ
のソシャビリティは現在の津田沼を支え続けている。
今回取り上げる「待機児童」は、新しく開始された認定こ
ども園や新築の保育園、保育園の定員数の増加などで対策
が各地域で取られているが、地域に対して閉鎖的に作られ
その地域で育っていく子供にとっての環境が整っていな
い。子供は外に出て遊び、異年齢との交流が成長に必要で
ある。
壁に囲まれ、箱の中に閉じられている
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戦後の変遷を経験している高齢者が多く住んでいるエリア
は商店街沿いに位置しており、久々田と呼ばれていた。商
店街が作られた当初は 500m程あったが、今は駅前開発に
より廃れ、300m 程に店が減ってしまった。しかし、残さ
れた歴史的な風景を守るために、代々住み続けている地主
の方とそこに住む住民たちの力で、再び賑やかさを取り戻
してきている。また、津田沼伝統の祭りが毎年行われ、住
民は神輿を担ぎ地域を廻っている。住民が力を合わせ、地
域が一つになる時である。
(2) 商店街の現状
　商店街は、地主の方々が店を継ぎ、昔から利用している
高齢者が多くいる。しかし駅前の利便性が高くなったため
店舗の数は少なくなった。そこで、商店街とこの旧久々田
地域を若い世代にも知ってもらうために、商店街活性化委
員会が地主と近隣の学校を中心に作られた。この委員会の
活動は、商店街を支えていた住民たちの憩いの場である元
銭湯を改修した建物で行われ、定期的にそこを開きイベン
トを行っている。イベント内容は主に、地域に住む子供た
ちに地域の魅力を知ってもらうため、商店街を巡回したハ
ロウィンパーティーやクリスマスパーティーを開催し、地
域の人と触れ合う機会が設けられている。商店街活性化委
員会では、新しく移り住む人にこの地域を知ってもらうた
めにマップを作り、地域の魅力を伝えようと工夫している。
　
　商店街は、昔から住む人たちの集いの場であり、旧久々
田エリアにとっても重要な場所であると言える。
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(3) 旧久々田エリアの現在
　久々田村は昔、海と農地が広がり、半農半漁生活を送る
住民が多くいたため、一軒の敷地が大きく、現在も地主が
住む住宅の敷地面積は大きい。それらは現在の商店街を支
える地主たちの住宅である。一方で、商店街の裏側は小さ
い規模の住宅が多い。交通の便の良さから、若い世代が移
り住み、新築が増えているが、どれも塀で囲まれ窮屈な印
象を受ける。住民同士の庭の行き来や日常会話はあるが、
小さな敷地内で関係性が完結している。所々に、車の通行
が禁止されている道が存在し、その道は住民たちの会話を
生む場になり、生活の溢れ出しが可能である。また、江戸
時代寺子屋だった寺が残っており、多くの地主がねむる墓
地が広がっている。緩やかな坂に対して墓が建てられ、近
くには公民館と公園がある。
　駅前開発による商業施設の充実により、大正時代の出来
立てのような賑やかさが失われつつある商店街と、その裏
側に建つ新築の住宅と閉鎖的な塀によって、人同士のつな
がりも薄れているのが現状である。しかし昔から残ってい
る木造の住宅やそれに付随する塀と植栽、寺、お墓が開発
の手が加えられずに住民の生活の一部の風景となって残っ
ており、魅力的な地域でもある。
　昔から経営している店舗が残るこの商店街沿いには、日
常的にソシャビリティが緩やかにつながっている。また非
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1, マンション 2. ゴルフ練習場所 3. クリーニング屋 4.BAr 5. 飲食店 6. クリーニング屋 7. 洋裁店 8. 不動産 9. カフェ 10. 整体 
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日常では、商店街沿いに子供と大人が交わり楽しむ祭りや
イベントが開かれ , 地域が一つになる。この場所のポテン
シャルを生かして設計を考えていく。
(1) 問題
　・駅前開発により市に街が新しく出来、道路が新しく作
られた。そのため津田沼にある保育施設は、住宅に対して
閉鎖的で外に出る時はカートに入れて運ばれている。
　・駅前開発により、商店街が衰退し、道に対して背を向
けて新築の住宅が建てれている。高齢化が進む今、住民が
互いに助け合い、地域に直面する問題を地縁の力で解決し
ていかなければならない。
　以上 2 つの問題から、地域に根付くソシャビリティを
利用して、これから津田沼で育っていく子供のために地域
環境を変える受け皿を提案する。
(2) コンセプト
　子供の成長にとって必要である「外で遊ぶこと」「異年
齢と交流を図ること」を取り入れ、地域問題に柔軟に対応
できるようにする。商店街に面した敷地とその裏側の敷地
に提案し、日常では住民の拠り所となり、非日常では祭り
やイベントによって使われる、「地域の様々な風景に寄り
添った場」を考える。
4. 設計
図 19
図 21
図 20
図 22
敷地の現状
敷地の現状
提案
提案
商店街に空き地が面し、隣接した住宅は兵に囲
まれ閉じている。周辺には墓が等高線に沿って
並び、公園がある。
商店街裏の道で、車が通らない。周辺の住宅は
昔から住んでいる人が多いが、塀に囲われ閉じ
きっている。
住民を引込むよう、等高線に沿って建物を配置
し溜まり場を作る。住宅の塀は樹木や植木鉢が
置かれている所を取り、建築と溶け込ませる。
十字路に面して開き、住民の広場的空間を作る。
住宅の LDK に面して塀が立っている場合はその
部分を取り、建築が周辺に溶け込むようにする。
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(3) 設計手法
a) 道に対してセットバックして建築を配置する
街会い場
絡み会う場
街会い場でのセットバックした空地の使い方
地域広場でのセットバックした空地の使い方
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広場的空間
商店街
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道に対しセットバックし、敷地にくぼみを作ることで、そ
こが地域の溜まり場となる。溜まり場は商店街では住民の
新たな出会いの場となり、その裏側では子供と住民が一緒
に遊ぶ風景が見られる。
b) 子供と住民が密接に関わる共有空間を設ける
街会い場では、子供が遊ぶ遊戯室と高齢者が体を動かすリ
ハビリ室を複合させることで、他世代がともに体を動かし、
ともに成長できる場所になる。
絡み会う場では、近隣の住宅の LDK 部分が外に溢れ、そ
こに畑や縁側を建築に付随させることで、互いに知らな
かった人が絡み、子供と住民が同じ時間を過ごす。
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